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2025 年6月幹事会 企画幹事資料 

1. 2025 年度 例会の準備状況 
① 2025 年 9月例会 

開催日:2025 年 10月 3日（金）13:30～16:30 

場所：日本薬学長井記念ホール（東京）現地開催 

講演 演題・所属・氏名 備考 

一般公演 1) 13:30～14:15 
「抗体医薬と抗薬物抗体により形成される免疫複合体測定
法の開発」（仮） 
協和キリン株式会社 小林 和弘 先生 

済 
済 
未 
不要 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

 2) 14:15～15:00 
「神経障害性疼痛治療剤ミロガバリンの体内動態 代謝と尿
排泄メカニズムを中心に」 
第一三共株式会社 山村 直敏 先生 

済 
済 
未 
不要 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

特別講演 15:15～16:15 
「マイクロ流体デバイスを用いた生体模倣システム （MPS: 
Microphysiological systems）の開発と応用」 
京都⼤学 横川 隆司 先⽣ 

済 
済 
済 
済 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

司会 MSD株式会社  

 
② 2026 年 1月例会 

開催日:2026 年 1 月 30日（金） 

場所:東京ガーデンパレス（東京）現地開催 

特別講演: 一般講演の内容と関連した先生を選定予定。 

講演 演題・所属・氏名 備考 

一般公演 1) 13:30～14:15 
「創薬研究におけるプロテオミクスの活用事例 」（仮） 
興和株式会社 東 秀行 先生 

済 
済 
未 
不要 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

 2) 14:15～15:00 
「持続性・経眼瞼アレルギー性結膜炎治療剤 エピナスチン
塩酸塩眼瞼クリームの薬物動態」（仮） 
参天製薬株式会社 TBD 先生 

済 
未 
未 
不要 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

特別講演 15:15～16:15 
候補： 
＃1 大槻純男先生（熊本大：プロテオミクスで著名） 
＃2 内田康夫先生（広島大：プロテオミクス、BBB研究） 
＃3 細谷健一先生（富山大：血液網膜関門物質輸送） 
＃4 白坂善之先生（昭和薬科大：薬物吸収、眼科疾患薬の治
療効果改善の研究） 

未 
未 
未 
未 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

司会 MSD株式会社  
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2025 年度 第 48 回年会の準備状況 

開催日:2024 年 11 月 20日（木）~ 21日（金） 

場所:オークラアクトシティホテル浜松 
事務局・担当幹事: 岩佐・松田（MSD）、小森・永易常任幹事 

 
年会構成案： 
  4月幹事会での検討事項の提案： 

前年度は企業紹介を意見交換会で行っていたが、初日の最初の休憩時間等を調節
し、Showcase1の後に1企業2分程度で企業紹介の時間をとることを検討する。 
1日目（11/20 木）： 司会 MSD株式会社 

開会挨拶 14:00～14:05  

会長挨拶 14:05～14:10 15 min → 5 min 

Showcase（シンポジウム1） 14:10～14:30（5 min×4） 前田先生は業務の都合上、 
間に合わないため、スキップ 

企業展示紹介 14:30～14:45（3 min×5） 意見交換会での実施から移動 

休憩 14:45～15:00  

シンポジウム1 15:00～18:30  

 基調講演  15:00～15:50  

 一般講演×2  15:50～17:00  

休憩 17:00～17:20  

 一般講演×2  17:20～18:30  

意見交換会 19:00～21:00  

 
2日目（11/21 金）： 司会 サターラ合同会社  

会長講演 9:20～10:00  

特別講演 10:00～11:00  

休憩 11:00～11:20  

Showcase（シンポジウム2） 11:20～11:45（5 min×5）  

シンポジウム2 11:45～16:20  

 基調講演  11:45～12:35  

昼食 12:35～13:35  

 一般講演×2  13:35～14:45  

休憩 14:45～15:10  

 一般講演×2  15:10～16:20  

事務連絡 16:20～16:30  
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シンポジウム（案） 

＜シンポジウム1日目＞ 
生理学に基づく生物薬剤モデリング（PBBM）の未来 ～その利活用と薬物動態研究の貢献
～（仮） 
趣旨: 現在の医薬品開発において、Physiologically Based Biopharmaceutical Modeling
（PBBM）は、薬物の生物学的挙動の予測において極めて重要な役割を果たしている。
PBBMの活用により、バーチャルBE試験を実施することで、ヒト試験を必要とせず、効率
的かつコスト効果の高い評価が可能となり、特に新しい治療法の開発や規制当局との対応
において革新的なアプローチとなることが期待されている。 
本シンポジウムでは、PBBMの利活用に焦点を当て、PBBMの最新の進展、特にバーチャ
ルBE試験の実施とヒト試験のWaiver及び薬物動態研究の貢献、医薬品開発の効率化に関す
る議論の場としたい。 

 
組織委員 
 前田和哉 先生 （北里大学） 
 上林敦 先生（東京理科大学） 
 外川秀幸 先生（中外） 
 平林英樹 先生（ティー・エヌ・テクノス） 

 
演者（候補）と講演概要 
＜基調講演＞ 
 上林 先生（東京理科大学）: 
 講演演題名：未（吸収に関する薬物動態研究、アプリケーションの利活用及びレギ

ュラトリーサイエンスに関する全般的なご講演） 
＜一般講演＞ 
 前田 先生 （北里大学）: 

講演演題名：未（Gastro-PLUS等で設定されている生理学的パラメータの背景につ
いて） 

 富松  先生（中外）：溶性薬物（アレセンサ）におけるvitro-ヒト相関と製剤設計の
ケーススタディ 

 Tycho Heimbach 先生 （Merck、現地参加の予定）: 
講演演題名：未（企業におけるPBBMの活用② Biowaiverを主に） 

 宇都野 先生（PMDA）:  
講演演題名：未（当局から見たPBBMの活用と課題） 

 
演題名は7月上旬を目途にメール審議を依頼予定
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各講演の座長案 

講演 
時間 
（講演＋Q＆A） 

講演概要 講演者 座長（案） 

基調講演 
15：00～15：50 
（40＋10分） 

教育講演 上林 先生 前田先生、平林先生 

一般講演 1 
15：50～16：25 
（25＋10分） 

PBBM を支える薬物動態研究 前田 先生 平林先生 

一般講演 2 
16：25～17：00 
（25＋10分） 

PBBM の活用① 富松 先生 前田先生、平林先生 

休憩 17:00~17:20    

一般講演 3 
17：20～17：55 
（25＋10分） 

PBBM の活用② Dr. Tycho 上林先生、外川先生 

一般講演 4 
17：55～18：30 
（25＋10分） 

規制当局から見た 
PBBM の課題 

宇都野 先生 上林先生、外川先生 

座長については、当日までに組織委員の先生方で調整される可能性があります。 
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＜シンポジウム2日目＞ 
標的タンパク質分解誘導の創薬応用と開発における留意点（仮） 
趣旨︓特定のタンパク質を分解誘導するケミカルノックダウンを主薬効とする薬物は新たな
モダリティとして着目されており、今般、臨床試験も実施されている。このような薬物に関
する技術的な展開や創薬への応用、さらに現状における課題や今後の展望を共有し、基本的
な概念の学びの場とするとともに、医薬品開発における薬物動態や安全性評価に関する知識
をUp dateする場としたい。 

 
組織委員（候補） 
 澤崎達也 先生（愛媛大学） 
 井上貴雄 先生（医薬品食品衛生研究所） 
 今岡尚子 先生（第一三共） 
 大石昌代 先生（アステラス） 
  
演者・座長（案） 

 
 
② 今後の予定 
6/27 プログラムの最終案の審議（時間・座長等含む） 本日 

（必要に応じて追加検討 ～7 月上旬） 
8 月末 演題・要旨・キースライド・ご略歴の締め切り （会長講演についても同じ） 
9 月上旬 展示ブースの出展案内 
10/3 年会プログラム・ポスター最終化（幹事会にて） 
10 月上旬 年会案内・参加募集 
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③ 必要経費 
所属（官学と産）による区分：2024 年と同程度の産官学のバランス構成 
 2025年 人数 2024年人数 2023年人数 2022年人数 

官学 産 官学 産 官学 産 官学 産 
特別講演 1 0 1 0 1 0 1 0 
基調講演 2 0 2 0 2 0 2 0 
一般講演 3 5 4 4 1 7 2 6 
座長 TBD TBD 4 3 4 3 4 4 
人数算出にあたっては，談話会幹事・会長は除外 
 
経費：過去 3年と比較し減少でやや余裕あり、消化率は約 60%（会長講演謝礼，企業以外の
特別会員・功労会員・会長の旅費、官学講演者の東京OR大阪より遠方からの来訪による旅
費が追加予定） 
（万円） 2025年 人数 2024年人数 2023年人数 2022年人数 

官学 産 官学 産 官学 産 官学 産 
謝礼・旅費 28.4 0 41.2 0 33.4 0 36.4 0 
宿泊費 6 5 9 4 8 7 8 6 
計 39.4 54.2 48.4 50.4 
予算* 
（消化率％） 96 (41%) 68（80％）   

*: 謝礼（講演・座長）・旅費のみ，参加費は支出とならないため算定外として処理，会長スピーチ費は算定外，旅費は
東京 OR大阪発として仮計算 

 
以上
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参考資料 

 


